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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 17,089,547 17,512,230 35,241,701

経常利益又は経常損失（△）（千円） △151 412,041 739,223

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△36,930 216,909 341,072

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△48,939 178,554 358,687

純資産額（千円） 8,392,815 8,887,498 8,800,359

総資産額（千円） 16,173,665 17,099,098 17,425,352

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△4.85 28.50 44.81

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 51.9 52.0 50.5

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 389,669 899,979 △282,259

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △207,944 △285,364 △531,557

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △243,688 △822,853 489,414

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
1,692,506 1,222,461 1,429,402

　

回次
第48期

第２四半期連結
会計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 6.62 19.23

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。　

　　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（生産部門）

　第１四半期連結会計期間において、新規設立により株式会社あじかんアグリファーム（連結子会社）を連結の範囲

に含めております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に緩やかながら回復傾向が

見られたものの、欧州債務危機に伴う海外経済の減速や円高の定着などにより、依然として先行不透明な状況で推

移いたしました。

　食品業界におきましても消費者の節約志向は依然として強く、同業他社との低価格競争が激しさを増す一方で、高

止まりする原油・穀物価格などが企業収益を圧迫する厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループは第９次中期経営計画をスタートさせ、変化の激しい時代に対応するため、第

一に「商品の研究開発と技術開発の強化」、第二に「営業基盤の拡充と市場開拓」、第三に「利益構造の改善」、第

四に「全社供給体制の強化と効率化」、第五に「経営効率・経営品質の向上」を重点施策とした取り組みを開始い

たしました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は17,512百万円（前年同四半期比2.5％増加）、営業利益は468

百万円（前年同四半期比381.7％増加）、経常利益は412百万円（前年同四半期は経常損失０百万円）となり、四半

期純利益は216百万円（前年同四半期は四半期純損失36百万円）となりました。

　なお、セグメント別では営業部門におきましては、西日本エリアを中心に仕入商品の需要減少もありましたが、特

に東日本エリアにおいて、コンビニエンスストアやスーパーマーケット、弁当店を中心に厚焼玉子や野菜加工品な

どの自社製品及び自社企画ブランド品の需要が増加し、売上・利益とも前年同四半期上回る結果となりました。ま

た、平成22年12月に新規事業の一環として立ち上げた「ごぼう茶」ならびにその関連製品の売上高につきましても

各種イベントや販売活動などにより、当初計画を大きく上回る状況で推移いたしました。

　他方、生産部門におきましては、原油価格や穀物価格の高止まりに起因した副材料・補助材料費の上昇による製造

原価の引き上げ要因はありましたが、当社グループの主要原材料である鶏卵価格が需給の関係から前年同四半期に

比べ大幅に低下していることや、省エネ活動などの効果もあり、製造原価率は前年同四半期を大きく下回る結果と

なりました。

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ326百万円減少し17,099百万円となりま

した。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ253百万円減少し9,622百万円となりました。主な減少要因は、借入金の返済

や法人税等の支払などによる現金及び預金の減少206百万円、商品及び製品の減少104百万円などであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ72百万円減少し7,477百万円となりました。これは生産設備を中心とした固

定資産の取得による増加要因があったものの、減価償却の進行や投資有価証券の時価評価などが主な減少要因と

なったためであります。

　

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ413百万円減少し8,211百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ207百万円減少し7,189百万円となりました。主な増減要因は、仕入れに伴う

支払手形及び買掛金の増加307百万円、賞与引当金の増加69百万円、約定返済に伴う短期借入金の減少484百万円な

どであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ205百万円減少し1,022百万円となりました。主な減少要因は、長期借入金の

減少189百万円などであります。

　なお、当第２四半期連結会計期間末の借入金残高は、前連結会計年度末に比べ673百万円減少し2,882百万円となっ

ております。
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（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ87百万円増加し8,887百万円となりました。主な増減要因は、四半期純利益

の計上による増加216百万円、剰余金の配当による減少91百万円などであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.5ポイント上昇し52.0％となりました。

　　　

(3）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の四半期末残高は、前連結会計

年度末に比べ206百万円減少し1,222百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、899百万円（前年同四半期比131.0％増加）となりました。これは税金等調整前四

半期純利益の計上405百万円に加え、減価償却費273百万円や賞与引当金の増加69百万円、売上債権・たな卸資産・

仕入債務を合計した運転資金359百万円などが主なプラス要因となったためであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、285百万円（前年同四半期比37.2％増加）となりました。これは、生産設備の増強

投資・メンテナンス投資などが主な内容となっております。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、822百万円（前年同四半期比237.7％増加）となりました。これは主に、借入金の

返済による減少（純額）673百万円やリース債務の支払43百万円、配当金の支払90百万円などであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、183百万円であります。　

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数
（株）

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,700,000 同左
東京証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部

単元株式数

500株　

計 7,700,000 同左 － －

　（注）平成24年９月３日開催の取締役会決議により、１単元の株式数を500株から100株に変更しております。なお、実施

日は平成24年10月１日であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
－ 7,700,000－ 1,102,250－ 1,098,990
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱足利興産 広島市中区白島北町３番14号 1,934 25.12

あじかん三栄持株会 広島市西区商工センター七丁目３番９号 619 8.03

㈱広島銀行 広島市中区紙屋町一丁目３番８号 363 4.71

あじかん株式持株会 広島市西区商工センター七丁目３番９号 357 4.64

㈱山口銀行 山口県下関市竹崎町四丁目２番36号 214 2.78

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 192 2.50

㈱ベストローンカトー　　 香川県観音寺市坂本町五丁目17番17号　 183 2.37

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 158 2.05

西川ゴム工業㈱　 広島市西区三篠町二丁目２番８号 150 1.94

広島海苔㈱　 広島県安芸郡海田町国信一丁目３番54号　 139 1.81

計 － 4,312 56.00

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 88,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,584,500 15,169 －

単元未満株式 普通株式　　 27,000 － －

発行済株式総数  　　　 　7,700,000 － －

総株主の議決権 － 15,169 －

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

㈱あじかん
広島市西区商工セン

ター七丁目３番９号
88,500 － 88,500 1.15

計 － 88,500 － 88,500 1.15

　

　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,539,402 1,332,461

受取手形及び売掛金 ※
 5,420,804

※
 5,495,544

商品及び製品 1,867,695 1,763,602

仕掛品 7,489 5,623

原材料及び貯蔵品 741,869 716,792

繰延税金資産 135,624 160,498

その他 182,882 163,156

貸倒引当金 △19,894 △15,621

流動資産合計 9,875,874 9,622,056

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,641,612 1,592,039

機械装置及び運搬具（純額） 954,220 1,024,359

土地 2,957,295 2,957,295

リース資産（純額） 58,621 71,992

その他（純額） 223,989 211,062

有形固定資産合計 5,835,739 5,856,750

無形固定資産

リース資産 57,556 48,854

ソフトウエア 150,632 123,898

その他 24,703 24,800

無形固定資産合計 232,892 197,553

投資その他の資産

投資有価証券 550,071 458,377

繰延税金資産 84,194 109,499

その他 864,288 875,555

貸倒引当金 △17,708 △20,693

投資その他の資産合計 1,480,845 1,422,738

固定資産合計 7,549,477 7,477,041

資産合計 17,425,352 17,099,098
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 2,627,536

※
 2,935,400

短期借入金 2,978,700 2,494,700

未払法人税等 218,315 223,651

賞与引当金 266,000 335,000

役員賞与引当金 26,046 15,104

リース債務 79,485 76,755

その他 1,200,927 1,108,510

流動負債合計 7,397,012 7,189,122

固定負債

長期借入金 577,400 388,000

退職給付引当金 149,040 133,345

役員退職慰労引当金 306,516 319,127

資産除去債務 43,454 43,741

リース債務 151,569 136,762

その他 － 1,500

固定負債合計 1,227,981 1,022,477

負債合計 8,624,993 8,211,599

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,250 1,102,250

資本剰余金 1,098,990 1,098,990

利益剰余金 6,756,739 6,882,315

自己株式 △64,219 △64,300

株主資本合計 8,893,759 9,019,255

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,758 △15,796

為替換算調整勘定 △131,158 △115,959

その他の包括利益累計額合計 △93,400 △131,756

純資産合計 8,800,359 8,887,498

負債純資産合計 17,425,352 17,099,098
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 17,089,547 17,512,230

売上原価 13,237,653 13,112,020

売上総利益 3,851,893 4,400,209

販売費及び一般管理費 ※
 3,754,615

※
 3,931,647

営業利益 97,278 468,562

営業外収益

受取利息 923 900

受取配当金 4,566 5,229

通貨スワップ評価益 3,289 24,328

持分法による投資利益 8,563 6,205

その他 8,870 12,473

営業外収益合計 26,214 49,137

営業外費用

支払利息 16,924 16,498

為替差損 53,056 43,681

長期為替予約評価損 51,807 44,248

その他 1,856 1,228

営業外費用合計 123,643 105,658

経常利益又は経常損失（△） △151 412,041

特別利益

投資有価証券売却益 － 895

特別利益合計 － 895

特別損失

固定資産除却損 2,792 7,416

投資有価証券評価損 3,550 －

特別損失合計 6,342 7,416

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△6,494 405,520

法人税、住民税及び事業税 36,844 211,471

法人税等調整額 △6,408 △22,861

法人税等合計 30,435 188,610

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△36,930 216,909

四半期純利益又は四半期純損失（△） △36,930 216,909
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△36,930 216,909

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23,698 △53,554

為替換算調整勘定 8,223 10,533

持分法適用会社に対する持分相当額 3,466 4,665

その他の包括利益合計 △12,009 △38,355

四半期包括利益 △48,939 178,554

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △48,939 178,554
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△6,494 405,520

減価償却費 324,042 273,906

賞与引当金の増減額（△は減少） 64,000 69,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,709 △10,941

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,040 12,611

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,593 △15,694

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,535 △1,287

持分法による投資損益（△は益） △8,563 △6,205

受取利息及び受取配当金 △5,490 △6,129

支払利息 16,924 16,498

投資有価証券売却損益（△は益） － △895

通貨スワップ評価損益（△は益） △3,289 △24,328

有形固定資産除却損 2,792 7,416

投資有価証券評価損益（△は益） 3,550 －

売上債権の増減額（△は増加） △97,831 △81,895

たな卸資産の増減額（△は増加） △81,637 134,151

仕入債務の増減額（△は減少） 331,975 307,379

未収入金の増減額（△は増加） 23,593 4,136

未払金の増減額（△は減少） △20,552 △26,612

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,403 18,882

その他 △17,347 30,097

小計 489,275 1,105,610

法人税等の支払額 △99,606 △205,630

営業活動によるキャッシュ・フロー 389,669 899,979

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △4,241 △3,781

投資有価証券の売却による収入 － 15,499

有形固定資産の取得による支出 △177,814 △303,044

無形固定資産の取得による支出 △18,810 △8,694

利息及び配当金の受取額 5,488 14,353

その他 △12,565 304

投資活動によるキャッシュ・フロー △207,944 △285,364

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △400,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △182,400 △273,400

利息の支払額 △17,001 △14,910

リース債務の返済による支出 △54,412 △43,556

自己株式の取得による支出 △78 △80

配当金の支払額 △89,796 △90,906

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,688 △822,853

現金及び現金同等物に係る換算差額 849 1,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,114 △206,941

現金及び現金同等物の期首残高 1,753,620 1,429,402

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,692,506

※
 1,222,461
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、新規設立により株式会社あじかんアグリファームを連結の範囲に含めております。

　

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）　

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

　

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 18,240千円 30,447千円

支払手形 133,205 161,678

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当 811,349千円 833,269千円

賞与引当金繰入額 202,000 207,000

役員賞与引当金繰入額 11,525 13,367

退職給付費用 71,840 74,190

役員退職慰労引当金繰入額 8,816 12,611

貸倒引当金繰入額 △13,569 2,953

荷造運賃 915,745 976,331

 　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,702,506千円 1,332,461千円

預金期間が３ヵ月を超える定期預金 △10,000 △110,000

現金及び現金同等物 1,692,506 1,222,461
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,336 12.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 91,333 12.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

営業部門　　 生産部門

売上高      

(1）外部顧客への売上高 17,089,547　 －　 17,089,547　 － 17,089,547　

(2）

　

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,464　 4,612,010　 4,613,474　 △4,613,474 －

 計 17,091,011　 4,612,010　 21,703,021　  △4,613,47417,089,547　

 セグメント利益 1,171,595　 11,231　 1,182,826　 △1,085,548　 97,278　

（注）１．セグメント利益の調整額△1,085,548千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,031,099千円及びたな卸資産の調整額△54,878千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

　
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

営業部門　　 生産部門

売上高      

(1）外部顧客への売上高 17,512,230　 －　 17,512,230　 － 17,512,230　

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
442　 5,045,069　 5,045,511　 △5,045,511 －

計 17,512,672　 5,045,069　 22,557,741　  △5,045,51117,512,230　

セグメント利益 1,185,052　 287,688　 1,472,740　 △1,004,178　 468,562　

（注）１．セグメント利益の調整額△1,004,178千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,018,499千円及びたな卸資産の調整額27,510千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△4.85円 28.50円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△36,930 216,909

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△36,930 216,909

普通株式の期中平均株式数（株） 7,611,296 7,611,072

　（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

株式会社あじかん

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小松原　浩平　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千々松　英樹　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あじかん

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あじかん及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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